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Ⅲ．論文要旨

序 章 本研究の意義と方法

本研究は，「人間としての在り方生き方に関する教育」（以下，「在り方生き方教育」）

としての公民科「倫理」を「市民性教育」としてのそれへと改革するために，新たな「価

値観形成学習」という考え方に基づいてカリキュラムを開発することを目的とする。

現代社会では既有の価値観により直ちに判断できない倫理的問題が生じ続けている。こ

のため市民には，現代社会の倫理的問題をよく認識し，それに対する自己の価値観を吟味

したり，修正したりする資質，すなわち価値観を形成してゆく力が必要だと考えられる。

このような資質のことを「価値観形成力」と定義しておく。この育成には，生徒が倫理的

問題を自らのこととして捉え，それに対する自己の価値観を吟味・修正する学習が必要と

考えられる。こうした主体的で開かれた学習のことを「価値観形成学習」と定義する。

こうした視点から，高等学校学習指導要領に代表される従来の「倫理」カリキュラムを

見ると，教師が先哲等の価値観を教示し，教養として理解させることに止まり，生徒が主

体的で開かれた価値観の形成をするようにはなっていない。背景には，「在り方生き方教

育」としての「倫理」の学習原理及び目標・内容・方法があると考えられる。この課題克

服には，従来の「倫理」カリキュラムを「市民性教育」としてのそれへと改革する必要が

あり，新たな学習原理である「価値観形成学習」の構築とカリキュラム開発が必要となる。

本研究の特質と意義は，次の３点に集約される。

１点目は，従来の「倫理」カリキュラムに関する研究が，学習指導要領公民科「倫理」

に代表される「在り方生き方教育」としての，すなわち特定の「人生観，世界観ないし価

値観」を理解させるものに止まっていたのに対し，本研究が，自らに関わることとして現

代社会の倫理的問題を認識し，それに対する自己の価値観を形成していく，「市民性教育」

としての「倫理」カリキュラムへ転換を図る改革研究になっていることである。

２点目は，「在り方生き方教育」としての「倫理」の課題を克服しようとした従来の価

値観形成学習の理論と授業が，単元レベルの開発に止まっていたのに対し，本研究は年間

指導計画まで視野に入れ，カリキュラムの全体像を明らかにしようとしていることである。

３点目は，新たな「価値観形成学習」に基づいて単元を計画し，高等学校での研究授業

等を通し，その批判的分析に基づいて理論仮説と単元計画を吟味・修正し，現時点で到達

した授業モデルとして開発していることである。

本研究は基礎研究と開発研究の２つに分かれており，次の手順と方法による。

第１部の基礎研究では，自己の価値観を形成するという視点から，学習指導要領に準拠

した「倫理」，それを改善しようとした実践，さらに価値観形成学習の諸理論を取り上げ

分析し，残る課題を抽出し，改善の方向性を明らかにする。具体的には，①「在り方生き

方教育」として性格づけられる学習指導要領の公民科「倫理」等を分析し，課題を明らか

にする。②その課題を克服しようとしてきた「倫理」授業改善の実践を分析し，残された

課題を明らかにする。③その課題をも乗り越えようとしてきた「市民性教育」，すなわち

社会認識教育における価値観形成学習の理論を分析し，なお残る課題を抽出する。④これ

らの課題を克服し，「在り方生き方教育」としての「倫理」カリキュラムを「市民性教育」
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としてのそれへと改革する学習原理となる「価値観形成学習」の理論仮説を構築する。

第２部の開発研究では，新たな理論仮説に基づくカリキュラムの編成原理を明らかにし，

それに基づいて開発した年間指導計画及び，そこに位置づく全ての単元の授業モデルを示

す。具体的には，⑤「価値観形成学習」によるカリキュラム編成の視点を明らかにし，カ

リキュラムの構造，カリキュラムデザイン（すなわち年間指導計画），単元の授業構成を

明らかにする。そして，⑥このカリキュラム編成原理に基づいて全単元を作成し，高等学

校等での研究授業を通して吟味・修正し，授業モデルとして完成させる。

第１部 「倫理」カリキュラム改革のための基礎研究

第１章 「市民性教育」としての「倫理」の意義

本章では，現代社会における市民的資質を育成する上で「倫理」教育が持つ意義を明ら

かにするとともに，市民性教育，特に社会認識を通して市民的資質の育成を目指す社会認

識教育において価値観形成が持つ意味を明らかにし，本研究で「市民性教育」としての「倫

理」カリキュラムを開発していく視点を明らかにした。

「価値観形成力」育成には，主体的な現代社会の認識を通して市民的資質を育成しよう

とする公民科，特に「倫理」の学習において，生徒が自ら現代社会の倫理的問題に対する

価値観を形成してみる必要がある。したがってカリキュラムは，社会認識を通して生徒が

自ら価値観を吟味・修正する，すなわち主体的で開かれた価値観の形成をするものとなる。

また，それを年間を通じて繰り返していくものになると考えられる。

こうした視点から現場の「倫理」カリキュラムを分析すると，先哲等の思想や考え方を

教示する工夫に止まり，生徒が，いかに手がかりを見出し自らの価値観を形成するのか（ま

たそれを繰り返すのか），いかに倫理的問題を認識するのかは明らかでない。さらに学習

は受け身的で，閉じられた価値観形成をすることに止まっていると考えられる。この背景

としては，従来のカリキュラムが，学習指導要領公民科「倫理」の趣旨と内容構成を吟味

しその課題を明らかにしないまま，基準として受け入れてきたことがあると考えられる。

第２章 市民性教育からみた「倫理」カリキュラムの現状と課題

本章では，「倫理」等科目の改訂の趣旨や目標，さらに内容構成の分析を行い，高等学

校学習指導要領「倫理」が抱えてきた，カリキュラム開発上の課題を明らかにした。

これまで「倫理」等科目は，一貫して次のことをねらいにしてきた。先ず，社会認識教

育である社会科，公民科に位置付きつつ，高等学校における道徳教育の中核的役割を期待

されてきた。次に，生徒の人生観・世界観（公民科では「在り方生き方」あるいは「人生

観・世界観ないし価値観」）を確立しようとしてきた。また，このために先哲等の思想や

考え方を理解させ，自己の価値観について考えさせようとしてきた。ただし，現代社会と

倫理的問題の認識は重視されてこなかった。これらのことは，公民科「倫理」として「在

り方生き方教育」の中核的な指導場面となってから明確になってきたと考えられる。

また「在り方生き方教育」としての公民科「倫理」の内容構成は，固定的な価値観形成

を図るようになっており，主体的で開かれた価値観を形成していく上で課題を抱えている。
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第１に，現代社会と根本にある倫理的問題について，十分な認識ができない。このこと

により，確立ないし形成される価値観は，固定的で閉ざされたものとなり，現代社会の倫

理的問題に対するものとはならないと考えられる。第２に，先哲等の思想や考え方，すな

わち他者の価値観を，現代社会の倫理的問題に対する価値観を形成する手がかりとして扱

うことが難しい。これにより他者の価値観を，教師が生徒に理解させておく，ないしは教

え込んでしまうことになる。第３に，「価値観形成力」ないしは倫理的な見方や考え方を

育成するために，生徒が繰り返し，主体的で開かれた価値観の形成を行うようにはなって

いない。このような課題を抱えている公民科「倫理」によってカリキュラムを開発しても，

「価値観形成力」の育成はできないと考えられる。

第３章 「在り方生き方教育」としての「倫理」単元の改善と課題

本章では，高等学校現場の「倫理」カリキュラムと「在り方生き方教育」としての学習

指導要領「倫理」とが抱える課題を改善しようとしてきた，実践的研究及び開発された単

元を分析し，残された課題を明らかにした。

いずれも生徒が，教養あるいは倫理的問題に関するものとして教示された価値観を，理

解しておくことに止まっていたり，自ら価値観を見い出しても，それを手がかりに現代社

会の倫理的問題に対する自己の価値観を形成していくようにはなっていなかったりした。

この課題克服には「倫理」授業を，現代社会の倫理的問題を認識した生徒が，それに対

する他者の価値観を見い出し手がかりにして，自己の価値観を吟味したり修正したりして

みる「倫理的問題に対する価値観形成型」へ変えていく，すなわち学習を，倫理的問題に

対する開かれた価値観の形成ができるものへと転換していく必要があると考えられる。

第４章 「市民性教育」としての価値観形成学習理論の展開と課題－「在り方生き方教育」

から「市民性教育」への転換（１）－

本章では，従来の授業が抱えてきた課題を克服し，「在り方生き方教育」としての「倫

理」を「市民性教育」としてのそれへと転換するために，社会認識教育においてこれまで

構築されてきた価値観形成のための学習理論について分析し，なお残る課題を抽出し，「倫

理」の授業理論の構築とカリキュラム開発の方向性を明らかにした。

いずれの価値観形成学習においても，いかに他者の価値観を手がかりにして自らの価値

観を吟味・修正する学習にしていくか，すなわち，生徒がより主体的に倫理的問題に対す

る価値観を形成していくにはどうすればよいかという課題を抱えていた。そして年間を通

してどのような現代社会の倫理的問題を取り上げればよいかという課題も残された。

第５章 新たな「価値観形成学習」によるカリキュラム改革－「在り方生き方教育」から

「市民性教育」への転換（２）－

本章では，こうしたカリキュラム改革の方向性に基づいて，「在り方生き方教育」とし

ての「倫理」を「市民性教育」としてのそれへと転換していくため，広く関連諸学におけ

る価値観形成の理論からも手がかりを得つつ，新たな理論仮説を設定した。

関連諸学では価値観形成は，既にある自己の価値観を，多様な他者の価値観を吟味し取

捨選択したり，それらと対話したりしつつ自ら修正していくこととされる。またそのため
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に今日の自然や社会の認識が不可欠とも考えられている。これまでの考察も踏まえるなら，

「市民性教育」としての「倫理」は，より主体的で開かれた学習へ転換することが求めら

れており，そのためには新たな学習理論仮説が必要となる。

新たな「価値観形成学習」の目標は，「在り方生き方教育」としての「倫理」が価値観

の確立を目指したのに対して，現代社会の倫理的問題に対する自己の価値観を形成する資

質，「価値観形成力」の育成を目指す。なぜなら，人間は価値観を確立してゆく主体であ

り，現代社会の変化に伴い，自ら価値観を形成し直してゆく必要があるからである。

学習の内容は，現代社会の倫理的問題及び手がかりとなる価値観が内包する現代の倫理

及び倫理的な価値となる。また学習の方法は，自ら価値観を形成していくこととなる。す

なわち生徒が主体的に，多様な他者と対話し，倫理的問題に対する自己の価値観を吟味し

修正する。この学習を繰り返し，価値観を形成し直していくことで，「価値観形成力」を

育成していくことができると考えられる。

第２部 市民的資質を育成する「倫理」カリキュラムの開発研究

第６章 「価値観形成学習」による「倫理」カリキュラムの編成原理

本章では，新たな「価値観形成学習」の理論仮説による，「市民性教育」としての「倫

理」カリキュラムの編成原理を明らかにした。

第１節では，「倫理」カリキュラムを編成する視点を明らかにした。それは現代社会の

倫理的問題の認識を十分にできるようにすること。倫理的問題に対する特徴的な価値観を

持つ人物モデルを手がかりに，生徒自ら価値観を吟味・修正し，またそれを繰り返し行う

ようにすること。そして，いかに倫理的問題を自らのこととして捉え，自己の価値観を吟

味したり修正したりすればよいか生徒が理解し，実際にやってみるようにすることである。

第２節では，開発していくカリキュラムの構造を明らかにした。先ず年間の導入部であ

る中単元（１）では，現代社会にある倫理的問題に気付いて，それらを自らのこととして捉

え，それらに対する自己の価値観を表現してみて，それぞれをよりよくしていくための方法

について理解し，具体的な学習の計画を立てることになる。

次に展開部である中単元（２）では，それらの倫理的問題に対する自己の価値観を，多様

な他者の価値観を手がかりにして吟味したり，修正したりする。先ず「現代の社会構造にお

ける倫理的問題を考える単元（展開部Ａ）」の学習をしてから，次に「現代の文化構造に

おける倫理的問題を考える単元（展開部Ｂ）」の学習を進めていくことになる。なぜなら，

生徒が現代社会における文化的な諸現象及びここに内包されている価値意識・価値体系につ

いてよく考えていくには，それらを規定している客観的な基盤である社会構造とそこにおけ

る価値意識・価値体系に関しても，さかのぼって考えることが必要となるからである。

そして終結部である中単元（３）は，これまで学習してきた倫理的問題と関わり，それら

の中核と考えられるような問題に対して，これまで形成してきた自己の価値観を，また新た

な他者の価値観を手がかりにしながら吟味し，必要ならば修正して，自己の価値観を形成す

る。また，年度当初の自己の価値観をどのように吟味し，修正してきたのか，どのように形

成してきたか，またどのように学習を計画し実施してきたか評価してみることになる。
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第３節では，カリキュラム構造に基づくデザイン，年間指導計画を明らかにした。その

特徴は，現代社会及びそこに内在している倫理的問題の認識を中心に据えて編成している

こと。また例示の人物モデルは，それぞれの倫理的問題によく関連しており，生徒がこれ

らを手がかりにすれば，問題に対する自己の価値観を吟味したり，修正したりできるよう

になっていること。さらに年間の導入部と終結部では，価値観を形成する方法を学習でき

るようになっており，生徒は，倫理的問題に対する自己の価値観を形成する方法を理解し

てから年間の学習に取り組み，最後にそれを振り返るようになっていることである。

第４節では，単元の授業構成を教材と授業過程とに分けて明らかにした。

教材の中心は現代の倫理や価値を含み，生徒にも関わる現代社会の倫理的問題である。

また倫理的問題に対する手がかりとなる価値観も必要となる。具体的には複数の人物モデ

ルによる問題に対する考え方（価値観）と生き方である。

授業過程は，生徒が倫理的問題に対する自己の価値観を，多様な他者との対話を通して

主体的に吟味・修正するよう組織する。具体的には次のようになる。生徒が，①身近な社

会問題を認識し，そこに内在する倫理的問題に気づき，自らにも関わりのあることを理解

する。②自分が既に有している問題に対する考え方（価値観）を，トゥールミン図式等を

用い表現し，対象化してみる。③こうして構造的に明示した互いの考え方が正当であるか

どうか吟味し合う。④２つの他者との対話，すなわち人物モデル及び他生徒との対話を通

して，自己の考え方を吟味・修正していく。⑤こうして修正した互いの考え方を発表し合

い，仲間達による考え方，「議論の束」として図式にまとめ，それをもとに各自の考え方

も図式にまとめる。⑥当初の自分の考え方の図式をいかに修正したか，計画と実際の学習

（他者との対話等）は適切に行えたかを評価し，残された課題を考える。

第７章～第10章 「価値観形成学習」による「倫理」の単元開発

各章では，「価値観形成学習」による「倫理」のカリキュラムデザイン，年間指導計画

に基づいて全単元の授業開発を行った。

第７章では，年間の導入部（中単元(１)）として「エリクソンとサンデルの技－倫理的

問題と自己の価値観形成を考える－」を開発した。生徒は，自分にも関わる現代社会の問

題に気付き，自分はどうするべきか等と問われる。この倫理的問題に対し生徒は，自己の

価値観を吟味・修正し，形成していくにはどうすればよいか考え，エリクソンとサンデル

のことを調べ，「人物研究」や「対話」という方法を理解し，年間の学習を計画する。

第８章では，年間の展開部（中単元(２)）の中の「現代の社会構造における倫理的問題

を考える単元（展開部Ａ）」として，２つの単元を開発した。先ず単元「プラトンとその

師ソクラテスから学ぶ－民主主義の倫理的問題を考える－」では，生徒が「選んだ代表者

が民主主義を廃止しようとしたら我々はどうするべきか。」という問題に気づき，自分の

こととして捉える。また，この問題に対する手がかりとなる人物モデルとして，古代アテ

ネのソクラテスとプラトンのことを取り上げる。

次に，単元「ジョブズとゲイツの挑戦－資本主義の倫理的問題を考える－」では，生徒

が「資本主義の仕組みの中で消費者と生産者の幸せをともに実現するには，企業はどのよ

うな商品を生産すべきか。」という問題に気付き，自分のこととして捉える。また，この

問題に対する手がかりとなる人物モデルとして，現代の資本主義社会で活躍してきたステ
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ィーブ・ジョブズとビル・ゲイツのことを取り上げる。

第９章では，年間の展開部（中単元(２)）の中でも「現代の文化構造における倫理的問

題を考える単元（展開部Ｂ）」として，３つの単元を開発した。

先ず，単元「山中教授と日野原医師の願い－生命に関する倫理的問題を考える－」では，

生徒が「ますます長寿化してゆく社会で，自分は医療をいかに活用して生きていけばよい

か。」という問題を捉える。また人物モデルとして，医療関係者あるいは高齢者である，

山中伸弥教授と日野原重明医師のことを取り上げる。

次に，単元「孫社長とザッカーバーグＣＥＯの描く未来－情報に関する倫理的問題を考

える－」では，生徒が「よりよい生活のために，われわれはインターネットの規制や活用

をいかに行えばよいか。」という問題を捉える。また人物モデルとして，インターネット

関連企業の経営者である孫正義社長とマーク・ザッカーバーグＣＥＯを取り上げる。

そして，単元「マータイとカーソンの訴え－環境に関する倫理的問題を考える－」では，

生徒が「なぜわれわれが地球環境を保護しなければならないのか。」という倫理的問題を

捉える。また人物モデルとして，環境倫理に対する異なる視点を得るために，ワンガリ・

マータイとレイチェル・カーソンのことを取り上げる。

第10章では，年間の終結部（中単元(３)）として単元「オバマとアインシュタインの呼

びかけ－倫理的問題に対する自己の価値観を形成する－」を開発した。生徒は学習してき

た倫理的諸問題を踏まえ，文化構造及び社会構造と深く関わっていると考えられる科学・

技術に関する倫理的問題「核兵器の保有は仕方がないと，認められるか。」を捉える。ま

た形成してきた自己の価値観だけでなく，さらに異なる立場からの手がかりを得るために，

人物モデルとしてバラク・オバマとアルベルト・アインシュタインのことを取り上げる。

終 章 成果と課題

本研究の成果は次の３点である。１点目は，従来の「倫理」カリキュラムが「在り方生

き方教育」としてのものに止まり，現代社会の根本にある倫理的問題に対して，生徒が自

ら価値観を形成してゆく資質を育成するものになっておらず，「市民性教育」としての「倫

理」カリキュラムに転換する必要があることを明らかにし，そのための新たな学習理論と

して「価値観形成学習」を構築したことである。２点目は，この理論仮説に基づいて，改

革すべき「倫理」カリキュラムの全体像を構造及び年間指導計画として明らかにしたこと

である。３点目は，「価値観形成学習」に基づく全ての単元を開発したことである。

本研究の課題は次の２点である。１点目は，全体を通して研究授業を行い，それに基づ

いて理論の有効性を実証するとともに，開発してきたカリキュラムを修正・改善していく

ことである。２点目は，カリキュラム及び学習の評価方法を開発することである。
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